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[a]肌スコア 1の画像例 [b]肌スコア 2の画像例 [c]肌スコア 3の画像例





scalar社の Pocket Micro(Fig. 3.3)およびAirMicro(Fig. 3.4)を用いて撮影された合計 147箇
所、計 294枚 (147箇所× 2状態：後述)の皮膚画像を解析に用いた。
Fig. 3.3: Pocket Micro
Fig. 3.4: AirMicro




る。今回用いた画像サイズは 640× 480であり、視野は (8mm × 6mm)である。また、偏光
レンズのON/OFFの切り替えにより 2種類の皮膚画像が撮影できる (Fig. 3.5,Fig. 3.6)。













きる。キメの細かい例・粗い例を Fig. 3.7,Fig. 3.8にそれぞれ示す。
























お、変換する画像のサイズはM ×N であり、座標 (x; y)における画素値を f(x; y)とする。
また、u = 0; 1; 2;    ;M   1、v = 0; 1; 2;    ; N   1である。











F (u; v)のパワースペクトルは式 (3.2)で定義される。
P (u; v) = jF (u; v)j2 (3.2)
例として、Fig. 3.7,Fig. 3.8を離散フーリエ変換し、得られたパワースペクトルをFig. 3.9、
Fig. 3.10にそれぞれ示す。




































Fig. 3.11: キメの粗い肌画像 (Fig. 3.8)のスペ
クトル画像の解析の様子 Fig. 3.12: Fig. 3.11の中心部の拡大図
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Table 3.2: 本研究で利用したパワースペクトル比の値 Pi/Pj
HHHHHHHPj
Pi y




P6 ? ? ?
P8 ? ? ? ?
P10 ? ? ? ?
P12 ? ? ? ? ?
P14 ? ? ? ? ?
P16 ? ? ? ? ?
P18 ? ? ? ? ?
P20 ? ? ? ?
P22 ? ? ? ?
P24 ? ? ?
P26 ? ?
P28 ?







濃度値 iの点からある一定の位置関係  = (x;y)だけ離れた点の濃度値が jである確率
P(i; j)を (i; j)要素とする行列 Pと定義される。
例えば 0°方向に距離 1だけ離れた 2画素を考える場合、x = 1、y = 0であるから、
 = (1; 0)となる。角度を 45度ずつ 4方向を考え  = (1; 0); (0; 1); (1; 1); (1; 1)としたとき、




4 2 1 0
2 4 0 0
1 0 6 1
0 0 1 2
3777775 ; P(0;1) =
2666664
6 0 2 0
0 4 2 0
2 2 2 2




2 1 3 0
1 2 1 0
3 1 0 2
0 0 2 0
3777775 ; P(1; 1) =
2666664
4 1 0 0
1 2 2 0
0 2 4 1
















(i  j)2P(i; j) (3.5)
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濃淡値を元とした共起行列を考え、基礎距離 d を 10pixel から 80pixelまで
p
2の等比で計 7
段階 (d = 10; 10
p
2; 20;    ; 80)について、また角度については 0度、45度、90度、135度の
4方向 ( = 0°; 45°; 90°; 135°)について求めた各値の平均値を用いた。各方向におけるそれ
ぞれの値の平均をとったのは、画像撮影の際に発生する撮影角度のずれに対して頑健にする












また画像の重心周りのモーメント pq は以下のとおりである。(p = 0; 1; 2;    , q =



























形状を表すパラメータとして、7つのHuモーメントの値 (1 ～ 7 )を求めた。
1 = 20 + 02 (3.17)
2 = (20 + 02)
2 + 4211 (3.18)
3 = (30   12)2 + (321   03)2 (3.19)
4 = (30 + 12)
2 + (21 + 03)
2 (3.20)
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5 =(30   312)(30 + 12) + [(30 + 12)2   3(21 + 03)2]
+ (321   03)(21 + 03)[3(30 + 12)2   (21 + 03)2]
(3.21)
6 =(20   02)[(30 + 12)2   (21 + 03)2]
+ 411(30 + 12)(21 + eta03)
(3.22)
7 =(321   03)(30 + 12)[(30 + 12)2   3(21 + 03)2]



































































[a]l = 5のとき [b]l = 20のとき
Fig. 3.17: 短直線マッチングによる皮溝抽出の結果例
[a]g.3.17[a]の細線化画像 [b]g.3.17[b]の細線化画像
[c]g.3.17[a]と g.3.18[a]との差分画像 [d]g.3.17[b]と g.3.18[b]との差分画像




























+ [4(10  V )] (3.26)






を選択した。教師データとして用いた 147箇所 (1472 = 294枚)の画像データの各評価デー











れた画像群 (計 147枚)、双方を組み合わせた画像 (計 294枚)の３種類のデータセットを用い
た。各データセットから得られた特徴量をもとに肌状態を表すための線形回帰モデルを作成







Table 4.1: 作成された回帰モデルの精度　 (肌質)
データセット # p 抽出された特徴量 y 相関 MAE
P  4 パワースペクトル (P6) 0.785 0.554
Vの歪度
皮溝の面積
パワースペクトル比 (P4 / P6)
P+ 3 Hの歪度 0.699 0.771
パワースペクトル比 (P14 / P18)
パワースペクトル比 (P4 / P6)
P+&  8 パワースペクトル (P6) (P ) 0.806 0.519
Vの歪度 (P )
皮溝の面積 (P )
パワースペクトル比 (P4 / P6) (P )
グレーの共起行列から求めた correlation ( = 80) (P+)
グレーのHu moment７ (P+)
グレーのHu moment１ (P )
青の共起行列から求めた correlation ( = 10) (P )
#p : stepwise法により選択された特徴量数
y (P ) : 偏光レンズOFFの画像群から得られた特徴量
(P+) : 偏光レンズONの画像群から得られた特徴量







Table 4.2: 作成した回帰モデルの精度　 (保湿量)
データセット # p 抽出された特徴量 相関 MAE
P- 5 S値の分散 0.654 2.160




P+ 4 L値の平均 0.534 2.134
グレーのHuモーメント５
B成分の共起行列から求めた correlation ( = 20)
パワースペクトル比 (P8/P10)
P+& - 7 S値の分散 (P ) 0.715 1.910
グレーの共起行列から求めた entropy ( = 10) (P )




グレーの共起行列から求めた energy ( = 40p2) (P+)
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